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一
般
会
計
、６
特
別
会
計
、

３
企
業
会
計
の
総
額
は
２
８

６
２
億
６
５
０
９
万
円
（
前

年
度
比
２
・
１
％
増
）で
す
。

５
年
度
当
初
予
算
は
、
年
度

途
中
に
市
長
選
挙
を
控
え
て

い
る
た
め
、
経
常
的
な
経
費

や
継
続
的
な
事
業
を
中
心
と

す
る
骨
格
的
予
算
と
し
て
い

ま
す
。

◆
一
般
会
計

総
額
１
５
４
５
億
円
（
同

３
・
７
％
増
）
。

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
市

税
５
７
２
億
２
７
５
８
万
円
、

国
庫
支
出
金
３
４
４
億
６
１

０
７
万
円
、
府
支
出
金
１
６

８
億
１
１
９
６
万
円
、
地
方

交
付
税
１
４
０
億
円
、
市
債

１
１
６
億
８
３
９
０
万
円
な

ど
。歳

出
の
主
な
も
の
は
次
の

と
お
り
。

○
総
務
費

１
０
８
億
６
８
５
８
万
円
、

同
０
・
８
％
増
（
Ｗ
ｉ
―
Ｆ

ｉ
環
境
整
備
等
事
業
経
費
１

億
５
５
５
８
万
円
な
ど
）

○
民
生
費

７
５
２
億
２
５
７
４
万
円
、

同
３
・
１
％
増
（
子
ど
も
・

若
者
医
療
助
成
費
１５
億
７
１

７
１
万
円
な
ど
）

○
衛
生
費

１
５
３
億
４
８
４
８
万
円
、

同
３
・
２
％
減
（
感
染
症
予

防
対
策
経
費
１５
億
７
１
７
９

万
円
な
ど
）

○
土
木
費

２
１
２
億
１
７
２
６
万
円
、

同
２１
・
７
％
増
（
枚
方
市
駅

周
辺
再
整
備
ビ
ジ
ョ
ン
推
進

事
業
経
費
６３
億
４
２
０
５
万

円
な
ど
）

○
教
育
費

１
３
７
億
９
６
３
７
万
円
、

同
０
・
６
％
減
（
学
校
空
調

設
備
整
備
事
業
経
費
６
億
５

１
０
２
万
円
な
ど
）

◆
特
別
会
計

国
民
健
康
保
険
・
自
動
車

駐
車
場
・
財
産
区
・
介
護
保

険
・
後
期
高
齢
者
医
療
・
母

子
父
子
寡
婦
福
祉
資
金
貸
付

金
の
６
会
計
で
、
計
８
５
５

億
６
０
０
０
万
円
（
同
０
・

４
％
減
）
で
す
。

◆
企
業
会
計

水
道
事
業
会
計
１
４
３
億

７
１
０
１
万
円（
同
１９
％
増
）、

病
院
事
業
会
計
１
２
９
億
８

５
２
万
円（
同
０
・
４
％
増
）、

下
水
道
事
業
会
計
１
８
９
億

２
５
５
６
万
円
（
同
８
・
３

％
減
）
。

※
１
万
円
未
満
四
捨
五
入

な
お
、
５
年
度
当
初
予
算

に
関
す
る
質
疑
は
２
・
３
面

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

令
和
５
年
３
月
定
例
月
議
会
は
、
３
月
３
日
か
ら
１５
日
ま
で
の
１３
日
間
の
期
間
で

開
か
れ
、
令
和
５
年
度
当
初
予
算
や
令
和
４
年
度
補
正
予
算
、
条
例
の
制
定
、
一
部

改
正
な
ど
４５
議
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

な
お
、
市
民
福
祉
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
「
黒
字
を
積
み
立
て
た
７
億
円
を

活
用
し
、
コ
ロ
ナ
禍
・
物
価
高
対
策
と
し
て
国
民
健
康
保
険
料
引
下
げ
を
求
め
る
請

願
」
は
、
請
願
者
の
意
見
を
聴
取
し
た
上
で
慎
重
に
審
査
が
行
わ
れ
、
１５
日
の
本
会

議
で
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
３
月
３１
日
に
は
、
令
和
５
年
３
月
緊
急
議
会
が
開
か
れ
、
令
和
５
年
度
一

般
会
計
補
正
予
算
な
ど
を
可
決
し
ま
し
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

１０
号
）
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
２５
億
４
０
１
５
万
円
を

増
額
す
る
も
の
で
す
。

歳
入
の
主
な
補
正
内
容
は
、

決
算
見
込
み
に
基
づ
く
補
正

や
国
の
補
正
予
算
に
伴
う
事

業
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
及

び
物
価
高
騰
等
へ
の
対
応
に

つ
い
て
補
正
を
行
う
も
の
で
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付

金
１５
億
１
６
３
万
円
、
市
税

９
億
８
２
１
７
万
円
の
増
額

な
ど
で
す
。

歳
出
の
主
な
補
正
内
容
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

▼
福
祉
施
設
等
に
対
す
る
光

熱
費
等
支
援
事
業
費
（
社
会

福
祉
施
設
や
保
育
所
等
の
光

熱
費
、
食
材
費
等
の
支
援
）

…
１
億
５
９
３
０
万
円

▼
学
校
給
食
費
補
助
金
（
小

学
校
給
食
費
３
学
期
分
無
償

化
）
…
２
億
２
５
３
４
万
円

▼
保
育
所
等
に
係
る
こ
ど
も

の
安
心
・
安
全
対
策
事
業
費

等
（
私
立
保
育
所
や
障
害
児

通
所
施
設
等
の
送
迎
バ
ス
安

全
装
置
や
登
園
管
理
シ
ス
テ

ム
等
の
導
入
支
援
）
…
５
２

８
２
万
円

▼
都
市
計
画
道
路
整
備
事
業

費
（
牧
野
長
尾
線
、
御
殿
山

小
倉
線
、
長
尾
杉
線
に
係
る

事
業
の
前
倒
し
等
）
…
１４
億

２
４
９
１
万
円

ま
た
、繰
越
明
許
費（
＊
１
）

と
し
て
枚
方
市
駅
周
辺
地
区

市
街
地
再
開
発
事
業
補
助
金

３
億
８
９
４
７
万
円
等
を
計

上
し
て
い
ま
す
。

※
１
万
円
未
満
四
捨
五
入

国
の
交
付
金
活
用
事
業

小
学
校
の
３
学
期
分
給
食
費

無
償
化
の
運
用
は

質
問

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症

に
係
る
交
付
金
活
用
事
業
の

一
つ
と
し
て
、
小
学
校
の
３

学
期
給
食
費
を
無
償
化
す
る

と
い
う
が
、既
に
１
月
・
２
月

分
が
徴
収
済
み
と
な
っ
て
い

る
中
、ど
う
運
用
す
る
の
か
。

な
お
、
本
交
付
金
活
用
事

業
の
う
ち
医
療
機
関
や
薬
局

へ
の
支
援
金
給
付
に
つ
い
て

は
、
電
子
申
請
の
活
用
や
個

別
の
申
請
勧
奨
を
要
望
す
る
。

答
弁

既
に
徴
収
済
み
の
給

食
費
を
保
護
者
に
返
還
し
、

３
月
分
は
徴
収
し
な
い
。

原
油
価
格
や
物
価
高
騰
対
応

施
設
等
へ
の
補
助
金
交
付

実
施
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

質
問

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

原
油
価
格
や
物
価
高
騰
等
の

影
響
で
経
営
環
境
が
厳
し
さ

を
増
す
保
健
医
療
機
関
や
福

祉
施
設
等
へ
の
補
助
金
交
付

に
つ
い
て
、
実
施
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
を
聞
く
。

な
お
、
物
価
高
騰
は
今
後

も
続
き
、
市
民
生
活
に
大
き

な
影
響
を
与
え
る
た
め
、
適

切
な
対
応
を
都
度
、
迅
速
に

行
う
よ
う
要
望
す
る
。

答
弁

４
年
度
内
に
補
助
金

交
付
を
完
了
す
る
た
め
、速
や

か
に
申
請
受
付
を
開
始
す
る
。

園
児
の
置
き
去
り
防
止

送
迎
用
車
両
の
安
全
装
置

導
入
に
向
け
丁
寧
な
対
応
を

質
問

通
園
バ
ス
へ
の
園
児

の
置
き
去
り
を
防
ぐ
た
め
、

補
助
金
交
付
に
よ
り
、
送
迎

用
車
両
へ
の
安
全
装
置
設
置

を
促
進
す
る
と
い
う
が
、
義

務
化
を
踏
ま
え
、導
入
状
況
を

ど
の
よ
う
に
把
握
す
る
の
か
。

な
お
、各
施
設
が
状
況
に
適

し
た
も
の
を
導
入
で
き
る
よ

う
丁
寧
な
対
応
を
要
望
す
る
。

答
弁

機
器
の
内
容
等
は
補

助
金
実
績
報
告
時
に
、
装
置

設
置
を
含
む
送
迎
バ
ス
等
の

運
用
は
５
年
度
以
降
の
実
地

監
査
等
で
確
認
す
る
。

小
学
校
３
学
期
給
食
費
免
除

中
学
校
全
員
給
食
を
進
め

給
食
の
完
全
無
償
化
を

質
問

小
学
校
の
３
学
期
給

食
費
を
無
償
化
す
る
と
い
う

が
、補
正
額
の
積
算
根
拠
や
保

護
者
へ
の
周
知
方
法
を
聞
く
。

な
お
、
中
学
校
の
全
員
給

食
の
取
組
を
進
め
、
今
後
、

小
・
中
学
校
給
食
完
全
無
償

化
、
保
育
園
の
副
食
費
免
除

の
対
象
拡
大
を
要
望
す
る
。

答
弁

全
児
童
数
と
月
額
の

給
食
費
３
８
０
０
円
、
３
学

期
の
月
数
３
か
月
を
掛
け
合

わ
せ
て
算
出
し
た
。
全
小
学

校
、
保
護
者
へ
は
メ
ー
ル
や

文
書
等
で
周
知
し
て
い
る
。

公
的
介
護
施
設
等
整
備
事
業

補
助
金
の
減
額
理
由
は

質
問

公
的
介
護
施
設
等
整

備
事
業
経
費
の
５
億
６
０
５

９
万
円
減
額
の
理
由
を
聞
く
。

な
お
、
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
の
待
機
者
は
多
く
、
市

民
ニ
ー
ズ
も
高
い
。ひ
ら
か
た

高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
で
の

整
備
目
標
達
成
を
要
望
す
る
。

答
弁

地
域
密
着
型
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
等
の
施
設
整

備
や
開
設
準
備
へ
の
補
助
金

だ
が
、
整
備
が
未
完
了
の
も

の
や
整
備
希
望
事
業
者
の
な

い
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
分
を

減
額
す
る
。

都
市
計
画
道
路
整
備
事
業

国
費
前
倒
し
の
メ
リ
ッ
ト
は

質
問

都
市
計
画
道
路
整
備

事
業
を
進
め
る
た
め
国
費
の

要
望
を
行
う
中
、
今
般
、
国

の
補
正
予
算
に
よ
る
追
加
配

分
に
よ
り
、
同
事
業
費
を
前

倒
し
で
確
保
で
き
た
と
い
う

が
、
メ
リ
ッ
ト
を
聞
く
。

な
お
、
今
後
も
国
に
働
き

か
け
な
が
ら
供
用
開
始
に
向

け
着
実
な
整
備
を
要
望
す
る
。

答
弁

牧
野
長
尾
線
、
長
尾

杉
線
で
は
、
よ
り
計
画
的
か

つ
円
滑
な
進
捗
が
見
込
め
、

御
殿
山
小
倉
線
で
は
工
事
の

早
期
発
注
が
可
能
と
な
っ
た
。

市
駅
周
辺
再
整
備
基
本
計
画

④
街
区
拡
大
の
理
由
は

質
問

④
・
⑤
街
区（
＊
２
）

の
区
域
拡
大
に
伴
い
、地
権
者

と
の
調
整
の
た
め
予
算
を
繰

り
越
す
と
い
う
が
、
④
街
区

の
区
域
変
更
の
理
由
を
聞
く
。

な
お
、
区
域
に
隣
接
す
る

地
権
者
が
事
業
参
画
を
希
望

し
た
場
合
は
柔
軟
に
対
応
す

る
よ
う
要
望
す
る
。

答
弁

議
会
の
意
見
や
サ
ウ

ン
デ
ィ
ン
グ（
＊
３
）調
査
の

結
果
を
踏
ま
え
、
⑤
街
区
方

面
へ
の
連
続
し
た
み
ど
り
の

大
空
間
を
創
出
し
、
ま
ち
の

魅
力
を
高
め
る
た
め
で
あ
る
。

市
駅
周
辺
再
整
備
基
本
計
画

再
開
発
ビ
ル
の
位
置
と

交
通
事
業
者
の
意
見
反
映
は

質
問

市
駅
周
辺
再
整
備
基

本
計
画
の
改
訂
素
案
で
は
②

街
区（
＊
２
）の
事
業
手
法
を

市
街
地
再
開
発
事
業（
＊
４
）

に
変
更
し
て
い
る
が
、
再
開

発
ビ
ル
の
位
置
は
ど
う
な
る

の
か
。ま
た
、市
駅
南
口
駅
前

広
場
に
関
わ
る
こ
と
だ
が
、鉄

道
・
バ
ス
事
業
者
の
意
見
を

聞
い
た
上
で
策
定
し
た
の
か
。

答
弁

権
利
者
と
ま
ち
づ
く

り
を
検
討
す
る
中
で
、
交
通

事
業
者
を
含
む
関
係
機
関
等

と
連
携
し
、
同
広
場
の
課
題

解
決
を
目
指
す
考
え
で
あ
る
。

市
役
所
位
置
条
例
の
否
決

「
広
報
ひ
ら
か
た
」
に

掲
載
し
な
い
こ
と
は
不
誠
実

質
問

今
回
の
市
駅
周
辺
再

整
備
関
連
経
費
は
⑤
街
区（
＊

２
）
で
の
新
庁
舎
整
備
が
前

提
だ
が
、市
役
所
位
置
条
例
の

否
決
を
ど
う
受
け
止
め
て
い

る
の
か
。
広
報
ひ
ら
か
た
に

掲
載
し
な
か
っ
た
こ
と
は
不

誠
実
で
あ
り
、
市
民
周
知
が

不
十
分
だ
が
、見
解
を
聞
く
。

答
弁

否
決
に
つ
い
て
は
真

摯
に
受
け
止
め
て
お
り
、
関

係
機
関
等
に
は
そ
の
事
実
も

含
め
説
明
し
て
い
る
。
今
後

も
様
々
な
機
会
を
通
じ
て
市

の
考
え
を
伝
え
て
い
く
。

今
回
の
改
正
は
、
「
禁
野

小
学
校
設
計
施
工
（
Ｄ
Ｂ
）

事
業
者
選
定
審
査
会
」
及
び

「
花
と
緑
の
ま
ち
づ
く
り
事

業
選
定
審
査
会
」を
廃
止
し
、

次
の
２
つ
の
附
属
機
関
を
新

設
す
る
も
の
で
す
。

■
地
域
活
性
化
支
援
セ
ン
タ

ー
利
用
環
境
充
実
事
業
者
選

定
審
査
会
…
同
事
業
を
委
託

す
る
事
業
者
の
選
定
に
関
す

る
審
査
を
行
う
。

■
支
援
教
育
充
実
審
議
会
…

生
活
上
ま
た
は
学
習
上
の
困

難
を
有
す
る
児
童
及
び
生
徒

へ
の
学
校
教
育
に
お
け
る
指

導
及
び
支
援
の
充
実
に
関
す

る
調
査
、
審
議
を
行
う
。

支
援
教
育
充
実
審
議
会

公
募
の
市
民
を
選
出

参
加
し
や
す
い
条
件
に

質
問

今
回
、
審
議
会
委
員

に
公
募
の
市
民
を
選
出
す
る

に
当
た
り
、
会
議
中
の
保
育

の
実
施
な
ど
、
参
加
し
や
す

い
条
件
づ
く
り
が
必
要
と
考

え
る
。
審
議
会
で
は
オ
ン
ラ

イ
ン
に
よ
る
参
加
を
検
討
す

る
と
い
う
が
、
公
募
に
際
し

て
の
条
件
の
周
知
方
法
や
、

抽
せ
ん
で
の
選
出
は
公
開
で

あ
る
の
か
を
聞
く
。

答
弁

募
集
要
項
へ
の
参
加

し
や
す
い
条
件
の
記
載
を
検

討
す
る
。
ま
た
、
公
開
抽
せ

ん
の
方
法
を
検
討
し
て
い
る
。

支
援
教
育
充
実
審
議
会

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育

目
的
を
議
論
し
共
通
認
識
を

質
問

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教

育
の
実
現
に
向
け
て
、
審
議

会
で
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を

議
論
し
て
い
く
の
か
。

な
お
、
審
議
会
で
は
、
本

市
が
大
切
に
し
て
き
た
「
と

も
に
学
び
、
と
も
に
育
つ
」

理
念
や
、
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ

教
育
の
目
的
を
ま
ず
確
認
し

た
上
で
、
共
通
認
識
の
下
、

支
援
教
育
に
つ
い
て
の
具
体

的
な
議
論
を
要
望
す
る
。

答
弁

今
後
の
支
援
教
育
の

在
り
方
や
質
の
向
上
方
策
を

議
論
す
る
予
定
で
あ
る
。

支
援
教
育
充
実
審
議
会

信
頼
を
失
墜
さ
せ
な
い
よ
う

反
省
に
立
っ
た
運
用
を

質
問

支
援
が
必
要
な
子
ど

も
の
困
り
感
は
多
岐
に
わ
た

り
、審
議
会
の
保
護
者
委
員
だ

け
で
問
題
点
の
網
羅
は
難
し

い
。委
員
以
外
の
思
い
や
意
見

等
を
ど
う
く
み
上
げ
る
の
か
。

な
お
、
支
援
教
育
の
制
度

変
更
に
よ
る
混
乱
を
踏
ま
え
、

二
度
と
信
頼
を
失
墜
さ
せ
な

い
よ
う
、
反
省
に
立
っ
た
運

用
を
要
望
す
る
。

答
弁

保
護
者
な
ど
様
々
な

関
係
者
か
ら
の
丁
寧
な
意
見

聴
取
が
必
要
と
考
え
、
そ
の

機
会
も
審
議
会
で
提
案
す
る
。

意
見

支
援
教
育
充
実
審
議

会
で
は
、
選
出
さ
れ
た
市
民

委
員
か
ら
の
意
見
を
上
手
に

引
き
出
し
、
し
っ
か
り
受
け

止
め
ら
れ
る
環
境
づ
く
り
を
。

■
教
育
委
員
会
委
員

議
会
は
、
３
月
１５
日
の
本

た
に
も
と
の
り
ゆ
き

会
議
で
、
谷
元
紀
之
氏
を
任

命
す
る
こ
と
に
満
場
一
致
で

同
意
し
ま
し
た
。
任
期
は
５

年
４
月
１
日
か
ら
４
年
間
。

会
派
代
表
者
の
変
更

４
月
３
日
付
で
、
自
由
民

主
党
議
員
団
の
代
表
者
を

漆
原
周
義
議
員
か
ら
加
藤
治

議
員
に
変
更
し
た
旨
の
届
出

が
あ
り
ま
し
た
。

＊
１

繰
越
明
許
費
…
歳
出

予
算
の
経
費
の
う
ち
翌
年
度

に
繰
り
越
し
て
使
用
す
る
経

費
の
こ
と
。

＊
２

街
区
…
市
駅
周
辺
再

整
備
で
は
、
枚
方
市
駅
周
辺

を
①
街
区
か
ら
⑤
街
区
ま
で

の
５
つ
の
エ
リ
ア
に
定
め
、

再
整
備
を
進
め
る
こ
と
と
さ

れ
て
い
る
。

各
街
区
の
位
置
に
つ
い
て

は
左
図
の
と
お
り
（
市
駅
周

辺
再
整
備
基
本
計
画
改
訂
版

（
素
案
）
か
ら
抜
粋
）
。

＊
３

サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
…

行
政
が
事
業
検
討
の
段
階
で

民
間
事
業
者
か
ら
の
意
見
、

提
案
等
を
把
握
す
る
こ
と
。

＊
４

市
街
地
再
開
発
事
業

…
都
市
機
能
が
低
下
し
て
い

る
地
区
等
に
お
い
て
、
敷
地

を
共
同
で
利
用
し
、
中
高
層

の
建
築
物
に
建
て
替
え
、
公

園
等
の
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス

や
道
路
等
の
整
備
を
一
体
的

に
行
う
こ
と
に
よ
り
、
快
適

で
安
全
な
ま
ち
に
再
生
す
る

事
業
の
こ
と
。

４
月
２３
日
の
市
議
会
議
員

選
挙
で
、
３２
人
が
当
選
し
ま

し
た
。
議
長
、
副
議
長
な
ど

議
会
役
員
の
選
出
を
行
う
令

和
５
年
５
月
開
会
議
会
は
、

５
月
中
旬
に
開
催
予
定
で
す
。

市
議
会
議
員
の
辞
職

３
月
３１
日
付
で
、
岩
本

優
祐
議
員
（
大
阪
維
新
の

会
枚
方
市
議
会
議
員
団
）

が
大
阪
府
議
会
議
員
選
挙

に
立
候
補
し
た
た
め
、
公

職
選
挙
法
の
規
定
に
よ
り
、

枚
方
市
議
会
議
員
を
辞
職

し
た
も
の
と
さ
れ
ま
し
た
。

※会派等所属別議員名は議決当時のものです。

議
会
日
誌

３月
３
月
定
例
月
議
会

３
日
…
本
会
議
（
第
１
日
）

一
般
会
計
補
正
予
算
、条
例

の
制
定
等
を
可
決

８
日
…
市
民
福
祉
常
任
委
員

会条
例
の
一
部
改
正
、請
願
を

審
査

１０
日
…
本
会
議
（
第
２
日
）

３
議
員
が
各
会
計
当
初
予

算
に
つ
い
て
質
疑

１３
日
…
本
会
議
（
第
３
日
）

２
議
員
が
各
会
計
当
初
予

算
に
つ
い
て
質
疑

１５
日
…
本
会
議
（
第
４
日
）

各
会
計
当
初
予
算
、一
般
会

計
補
正
予
算
、意
見
書
等
を

可
決

３
月
緊
急
議
会

３１
日
…
本
会
議
（
第
１
日
）

一
般
会
計
補
正
予
算
を
可

決

５ 年 度
補正予算

４ 年 度
補正予算 意見書 その他 請願 契約 人事

案件
条 例

一部改正 制定
５ 年 度
補正予算

４ 年 度
補正予算

５ 年 度
当初予算

・
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

・
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１２
号
）

・
普
天
間
基
地
周
辺
の
子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
空
、
水
、
土
の
安

全
保
障
を
求
め
る
意
見
書

・
敵
基
地
攻
撃
能
力
の
保
有
及
び
防
衛
費
の
倍
増
で
は
な
く
日
本
国

憲
法
第
９
条
に
基
づ
く
平
和
外
交
を
求
め
る
意
見
書

・
家
族
従
業
者
の
働
き
分
で
あ
る
自
家
労
賃
を
認
め
な
い
所
得
税
法

第
５６
条
の
廃
止
を
求
め
る
意
見
書

・
子
ど
も
の
た
め
の
配
置
基
準
引
上
げ
に
よ
る
保
育
士
の
増
員
及
び

保
育
士
等
の
処
遇
改
善
を
求
め
る
意
見
書

・
性
的
指
向
、
性
自
認
に
関
す
る
差
別
の
解
消
を
実
現
す
る
た
め
の

法
整
備
及
び
環
境
整
備
を
求
め
る
意
見
書

・
被
収
容
者
等
の
処
遇
改
善
と
人
権
擁
護
を
求
め
る
意
見
書

・
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
の
抜
本
的
見
直
し
等
を
求
め
る
意
見
書

・
性
犯
罪
の
被
害
の
実
態
を
踏
ま
え
た
刑
法
改
正
を
求
め
る
意
見
書

・
選
択
的
夫
婦
別
姓
制
度
の
導
入
に
向
け
て
民
法
の
改
正
を
求
め
る

意
見
書

・
地
域
の
グ
リ
ー
ン
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｇ
Ｘ
）
の
促

進
を
求
め
る
意
見
書

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
後
遺
症
を
発
症
さ
れ
た
方
々
の

日
常
を
守
る
取
組
の
強
化
を
求
め
る
意
見
書

・
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
を
抑
え
る
対
策
の
強
化
を
求
め
る
意
見
書

・
認
知
症
の
方
も
家
族
も
安
心
で
き
る
社
会
の
構
築
を
求
め
る
意
見
書

・
和
解

・
専
決
事
項
の
報
告
（
損
害
賠
償
）
【
３
月
１５
日
分
】

・
専
決
事
項
の
報
告
（
損
害
賠
償
）
【
３
月
３
日
分
】

・
黒
字
を
積
み
立
て
た
７
億
円
を
活
用
し
、
コ
ロ
ナ
禍
・
物
価
高
対

策
と
し
て
国
民
健
康
保
険
料
引
下
げ
を
求
め
る
請
願

・
御
殿
山
小
倉
線
水
路
横
断
部
道
路
整
備
工
事
請
負
契
約
締
結

・
樟
葉
西
小
学
校
給
食
調
理
場
改
修
工
事
請
負
契
約
締
結

・
５
年
度
包
括
外
部
監
査
契
約
の
締
結

・
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
の
同
意

・
附
属
機
関
条
例

・
手
数
料
条
例
及
び
印
鑑
条
例

・
市
立
ひ
ら
か
た
病
院
の
使
用
料
及
び
手
数
料
条
例

・
病
院
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例

・
職
員
給
与
条
例
等

・
建
築
行
政
事
務
手
数
料
条
例
及
び
建
築
基
準
法
関
係
事
務
条
例

・
基
金
条
例

・
児
童
福
祉
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
等

・
児
童
福
祉
施
設
等
条
例

・
旅
館
業
法
施
行
条
例

・
保
健
所
事
務
手
数
料
条
例

・
市
立
障
害
者
社
会
就
労
セ
ン
タ
ー
条
例
等

・
個
人
番
号
の
利
用
及
び
特
定
個
人
情
報
の
提
供
に
関
す
る
条
例

・
国
民
健
康
保
険
条
例

・
公
の
施
設
に
お
け
る
指
定
管
理
者
の
指
定
の
手
続
等
に
関
す
る
条
例

・
消
防
団
員
の
定
員
、
任
免
、
給
与
、
服
務
等
に
関
す
る
条
例

・
市
立
義
務
教
育
諸
学
校
教
科
用
図
書
選
定
委
員
会
条
例

・
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

・
下
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

・
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

・
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

・
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

・
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

・
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

・
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１１
号
）

・
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１０
号
）

・
下
水
道
事
業
会
計
予
算

・
病
院
事
業
会
計
予
算

・
水
道
事
業
会
計
予
算

・
母
子
父
子
寡
婦
福
祉
資
金
貸
付
金
特
別
会
計
予
算

・
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算

・
介
護
保
険
特
別
会
計
予
算

・
財
産
区
特
別
会
計
予
算

・
自
動
車
駐
車
場
特
別
会
計
予
算

・
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算

・
一
般
会
計
予
算
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否
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４ － － － － － － － － － － ３ ２ ２ ２ ４ ４ － － ４ － － １ １ － － － － － － ３ ３ － － － － ２ ２ ２ ２ ４ － － － － － － － １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １
○ ○

・ 木村亮太議員（大阪維新の会 枚方市議会議員団）は、議長とし
ての立場上、採決に参加していません。

＊１ 岩本優祐議員（大阪維新の会 枚方市議会議員団）は、３月
３１日に辞職したため採決に参加していません。同会派の他の議員
は賛成。

× － － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × ×
○ ○ ○ － － × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
＊１ ＊１ ○ － － × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ － － × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ × － － × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ － － × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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議
決
結
果
一
覧

掲載面
共 産
連 合
維 新
公 明
自 由
創 政
改 革

３
月
定
例
月
議
会

３
月
緊
急
議
会

会派等所属別議員名
結成順に掲載。（ ）は会派等の略称

日本共産党議員団（共 産）
堤 幸 子、広瀬ひとみ、
野 口 光 男、松岡ちひろ

連合市民の会（連 合）
西 田 政 充、野 村 生 代、
八 尾 善 之、奥 野 美 佳、
番 匠 映 仁

大阪維新の会
枚方市議会議員団（維 新）
鍜治谷知宏、岩 本 優 祐、
木 村 亮 太、泉 大 介、
岡市栄次郎、門 川 紘 幸、
小 池 晶 子

公明党議員団（公 明）
上 野 尚 子、有 山 正 信、
山 口 勤、大 地 正 広、
藤 田 幸 久、丹 生 真 人、
田 中 優 子、一 原 明 美

自由民主党議員団（自 由）
漆 原 周 義、田 口 敬 規、
加 藤 治

自由民主党枚方創政会（創 政）
前 田 富 枝、長 友 克 由

改革市民の会（改 革）
妹 尾 正 信



質
問

総
合
型
放
課
後
事
業

（
＊
１
）が
よ
う
や
く
４
月
か

ら
全
小
学
校
で
実
施
さ
れ
る

運
び
と
な
っ
た
。
事
業
の
中

で
重
複
、
類
似
す
る
部
分
は

ど
の
よ
う
に
整
理
し
た
の
か
。

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
の
学
力

は
今
後
ど
の
よ
う
に
保
障
し

て
い
く
の
か
、取
組
を
聞
く
。

答
弁

５
年
度
か
ら
全
校
に

導
入
す
る
Ａ
Ｉ
ド
リ
ル（
＊

２
）を
活
用
し
、放
課
後
オ
ー

プ
ン
ス
ク
エ
ア（
＊
３
）に
お

い
て
、希
望
す
る
全
て
の
子
ど

も
が
い
つ
で
も
学
べ
る
環
境

を
用
意
す
る
。
学
力
保
障
と

い
う
目
的
が
重
複
す
る
放
課

後
自
習
教
室
は
４
年
度
末
で

終
了
す
る
が
、同
ド
リ
ル
に
よ

る
効
果
的
な
指
導
で
、
学
力

保
障
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。

効
果
的
な
少
子
化
対
策
へ

５
年
度
事
業
の
取
組
は

質
問

少
子
化
が
急
速
に
進

む
中
、
誰
も
が
安
心
し
て
子

ど
も
を
産
み
育
て
ら
れ
る
よ

う
、
効
果
的
な
対
策
が
急
務

だ
が
、
５
年
度
の
母
子
保
健

事
業
で
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

な
お
、
さ
ら
な
る
少
子
化

対
策
に
向
け
、
家
族
や
若
者

へ
の
支
援
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ

フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
確
保
等
の

施
策
推
進
を
要
望
す
る
。

答
弁

５
年
４
月
か
ら
、
経

済
的
理
由
で
妊
娠
の
確
認
が

遅
れ
な
い
よ
う
、
住
民
税
非

課
税
世
帯
の
妊
婦
を
対
象
に
、

初
回
産
科
受
診
費
用
と
し
て

１
万
円
を
限
度
に
助
成
す
る
。

ま
た
、
産
後
ケ
ア
事
業
の
利

用
料
金
減
免
制
度
を
拡
充
す

る
な
ど
、
妊
娠
早
期
か
ら
出

産
後
ま
で
、
母
子
に
寄
り
添

っ
た
支
援
を
充
実
す
る
。

学
校
体
育
館
空
調
設
備

整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

質
問

学
校
体
育
館
の
空
調

設
備
整
備
事
業
に
係
る
予
算

を
計
上
し
て
い
る
が
、
同
事

業
は
４
年
１２
月
に
入
札
不
調

と
な
り
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
見

直
し
の
報
告
を
受
け
て
い
る
。

当
初
は
、
５
年
１１
月
に
中
学

校
、
６
年
８
月
に
小
学
校
の

整
備
が
完
了
す
る
予
定
だ
っ

た
が
、
見
直
し
後
の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
は
ど
う
な
る
の
か
。

答
弁

現
在
、
再
度
の
入
札

手
続
に
向
け
準
備
を
進
め
て

い
る
。
５
年
３
月
中
旬
に
は

実
施
方
針
を
公
表
の
上
、
事

業
者
が
選
定
さ
れ
れ
ば
、
実

施
設
計
を
行
い
、
中
学
校
は

６
年
６
月
、
小
学
校
は
７
年

３
月
の
整
備
完
了
を
目
指
す
。

枚
方
議
会
２
面

０
５
０
１
０
２

岡
❶
岡
❷
井
❸
井
❹
井

（単位：千円，％）

各
会
計
別
予
算
額

議会は、３月１５日の本会議で、一般会計、
６特別会計、３企業会計の令和５年度当初予
算を可決しました。
これらの予算案については、各会派を代表
する５人の議員が、３月１０日・１３日の２日間
にわたって質疑を行いました。
なお、質疑の内容について、各議員が選定
した３項目を要約して掲載しています（その
ため、実際の発言口調とは異なる場合があり
ます）。
※会派名等は発言当時のものです。※企業会計の予算は、収入と支出が必ずしも一致しないため、支出額を記載しています。

放課後オープンスクエアで学ぶ児童

質
問

学
校
い
じ
め
対
策
審

議
会
の
経
費
を
計
上
し
て
い

る
が
、
設
置
目
的
を
聞
く
。

な
お
、
い
じ
め
対
応
に
つ

い
て
、
教
育
委
員
会
に
よ
る

学
校
へ
の
指
導
や
相
談
体
制

の
強
化
と
併
せ
、
市
長
部
局

に
は
客
観
的
立
場
で
当
事
者

等
か
ら
の
相
談
を
受
け
、
福

祉
的
見
地
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ

で
き
る
専
門
組
織
を
設
置
す

る
よ
う
要
望
す
る
。

答
弁

同
審
議
会
は
、
い
じ

め
対
策
を
よ
り
実
効
的
な
も

の
に
す
る
た
め
の
い
じ
め
防

止
等
の
調
査
や
研
究
、
重
大

事
態
発
生
時
に
事
実
関
係
を

明
確
に
す
る
た
め
の
審
議
、

調
査
を
目
的
と
し
て
い
る
。

臨
時
保
育
室
の
利
用
に
も

第
２
子
保
育
料
の
無
償
化
を

質
問

楠
葉
エ
リ
ア
に
開
設

す
る
臨
時
保
育
室
に
つ
い
て
、

施
設
の
性
質
上
、
利
用
児
童

数
が
変
動
す
る
と
聞
く
が
、

同
室
に
係
る
運
営
委
託
料
は

ど
う
見
込
ん
だ
の
か
。

な
お
、
臨
時
保
育
室
の
利

用
に
お
い
て
、
市
独
自
の
第

２
子
保
育
料
無
償
化
の
適
用

が
さ
れ
れ
ば
利
用
し
た
い
と

い
う
声
が
多
い
た
め
、
早
急

な
対
応
を
要
望
す
る
。

答
弁

利
用
人
数
に
か
か
わ

ら
ず
１５
人
の
受
入
れ
を
可
能

と
す
る
基
本
分
と
、
延
長
保

育
料
や
障
害
児
が
利
用
す
る

場
合
の
加
配
保
育
士
等
の
人

件
費
の
実
績
分
を
見
込
み
、

合
わ
せ
て
２
３
２
３
万
８
０

０
０
円
を
計
上
し
て
い
る
。

電
子
申
請
シ
ス
テ
ム
活
用
で

ク
レ
ジ
ッ
ト
決
済
を
可
能
に

質
問

本
市
が
導
入
し
て
い

る
汎
用
的
電
子
申
請
シ
ス
テ

ム
に
お
い
て
、
子
育
て
関
係

手
続
へ
の
対
応
や
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
活
用
し
た

公
的
個
人
認
証
機
能
の
導
入

を
進
め
る
と
の
こ
と
だ
っ
た

が
、
進
捗
を
聞
く
。

な
お
、
例
え
ば
、
５
年
度

に
始
ま
る
放
課
後
オ
ー
プ
ン

ス
ク
エ
ア（
＊
３
）に
お
い
て

同
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
、
保

険
料
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
決
済
を

可
能
と
す
る
よ
う
要
望
す
る
。

答
弁

４
年
１０
月
の
保
育
所

入
所
申
込
み
で
同
シ
ス
テ
ム

を
活
用
し
、
申
込
者
の
約
８

割
が
電
子
申
請
を
利
用
し
た
。

ま
た
、
公
的
個
人
認
証
機
能

等
の
同
シ
ス
テ
ム
へ
の
対
応

も
４
年
度
中
に
完
了
予
定
で

あ
り
、
具
体
的
な
申
請
手
続

の
検
討
を
進
め
て
い
る
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

質
問

注
意
喚
起
灯
の
設
置

を
実
現
す
る
な
ど
、
新
し
い

交
通
安
全
対
策
に
取
り
組
ん

で
い
る
が
、
交
通
安
全
対
策

経
費
は
毎
年
、
財
源
で
あ
る

交
通
安
全
対
策
特
別
交
付
金

（
＊
４
）の
交
付
額
に
合
わ
せ

た
予
算
し
か
確
保
し
て
い
な

い
よ
う
に
見
え
る
。
交
通
安

全
対
策
は
全
て
の
市
民
に
利

益
を
供
す
る
重
要
で
最
大
の

施
策
の
一
つ
で
あ
り
、
も
っ

と
予
算
を
確
保
し
、
さ
ら
に

充
実
さ
せ
る
べ
き
と
考
え
る

が
、
見
解
を
聞
く
。

答
弁

交
通
安
全
対
策
を
含

め
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
歳
入

額
あ
り
き
で
は
な
く
、必
要
な

施
策
は
何
か
、
そ
の
財
源
を

い
か
に
し
て
確
保
す
る
か
と

い
う
発
想
が
必
要
と
考
え
る
。

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
な
社
会
で

共
同
生
活
援
助
人
材
確
保
を

質
問

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に

係
る
共
同
生
活
援
助
支
援
事

業
経
費
に
つ
い
て
聞
く
。

な
お
、
同
ホ
ー
ム
の
世
話

人
不
足
は
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ

（
＊
５
）な
社
会
に
な
っ
て
い

な
い
こ
と
も
要
因
の
一
つ
と

考
え
る
。
子
ど
も
の
と
き
か

ら
地
域
で
「
と
も
に
学
び
、

と
も
に
育
つ
」
環
境
が
必
要

で
あ
り
、
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ

教
育
の
推
進
を
要
望
す
る
。

答
弁

重
度
障
害
者
が
安
心

し
て
地
域
で
生
活
で
き
る
よ

う
、
課
題
で
あ
る
同
ホ
ー
ム

の
世
話
人
不
足
解
消
に
向
け

た
取
組
な
ど
を
行
う
も
の
で
、

無
料
職
業
紹
介
所
の
設
置
や

世
話
人
へ
の
補
助
金
の
拡
充
、

ま
た
新
規
開
設
へ
の
補
助
対

象
の
見
直
し
等
を
行
う
。

早
期
に
全
小・中
学
校
へ
の

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
整
備
を

質
問

枚
方
市
駅
周
辺
再
整

備
に
多
額
の
市
費
を
投
じ
る

よ
り
、
将
来
を
担
う
子
ど
も

た
ち
の
た
め
、
小
・
中
学
校

の
施
設
改
善
に
、
よ
り
多
く

の
予
算
を
か
け
る
べ
き
と
考

え
る
が
、
見
解
を
聞
く
。

な
お
、移
動
困
難
な
児
童
、

生
徒
が
安
全
に
過
ご
せ
る
よ

う
、
ま
た
、
学
校
は
災
害
時

の
避
難
所
等
と
な
る
こ
と
か

ら
も
、
で
き
る
だ
け
早
期
に

全
小
・
中
学
校
へ
の
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
整
備
を
要
望
す
る
。

答
弁

こ
れ
ま
で
も
教
育
環

境
の
充
実
を
図
っ
て
き
て
お

り
、
５
年
度
は
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
改
修
や
学
校
施
設
の
保
全
、

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
整
備
等
に
必

要
な
予
算
を
計
上
し
て
い
る
。

臨時保育室での保育の様子
（写真は蹉跎西臨時保育室）

注意喚起灯
（写真は市道中宮津田線の池之宮地区）

今
回
の
改
正
は
、
①
出
産

時
に
支
給
す
る
出
産
育
児
一

時
金
（
産
科
医
療
補
償
制
度

掛
金
含
む
）
原
則
４２
万
円
を

５
年
４
月
か
ら
５０
万
円
に
増

額
す
る
、
②
６
年
度
に
府
内

市
町
村
の
保
険
料
を
統
一
す

る
こ
と
を
踏
ま
え
、
保
険
料

の
賦
課
割
合
や
賦
課
限
度
額

等
を
段
階
的
に
変
更
す
る
、

③
低
所
得
世
帯
の
負
担
軽
減

を
図
る
た
め
、
本
市
独
自
の

基
礎
賦
課
額
の
算
定
の
特
例

を
定
め
る
と
す
る
も
の
で
、

３
月
３
日
の
本
会
議
で
市
民

福
祉
常
任
委
員
会
に
付
託
さ

れ
ま
し
た
。

８
日
の
同
委
員
会
で
審
査

を
行
い
、
原
案
可
決
と
す
べ

き
も
の
と
議
決
。
１５
日
の
本

会
議
で
丹
生
真
人
市
民
福
祉

常
任
委
員
長
か
ら
審
査
内
容

の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

基
金
を
取
り
崩
し

保
険
料
負
担
軽
減
の
努
力
を

質
問

国
民
健
康
保
険
財
政

調
整
基
金
に
は
約
７
億
３
０

０
０
万
円
の
積
立
て
が
あ
る

と
い
う
。
他
市
で
は
基
金
を

取
り
崩
し
、
保
険
料
値
上
げ

の
抑
制
を
図
っ
て
い
る
と
こ

ろ
も
あ
り
、
負
担
軽
減
の
努

力
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答
弁

同
基
金
設
置
の
目
的

は
、
保
険
料
収
入
額
が
不
足

し
た
場
合
に
上
乗
せ
し
て
徴

収
す
る
こ
と
に
な
ら
な
い
よ

う
備
え
て
い
る
も
の
で
、
保

険
料
軽
減
の
た
め
に
取
り
崩

す
も
の
で
は
な
い
。

精
神
・
結
核
医
療
給
付

被
保
険
者
以
外
の
負
担
は

質
問

精
神
・
結
核
医
療
給

付
は
自
己
負
担
分
の
費
用
全

額
を
給
付
し
て
い
る
が
、
そ

の
財
源
と
し
て
、
被
保
険
者

以
外
が
負
担
す
る
税
は
含
ま

れ
て
い
る
の
か
。

答
弁

費
用
の
全
額
を
保
険

料
負
担
と
し
て
算
定
し
て
い

る
が
、
低
所
得
世
帯
に
対
す

る
均
等
割
・
平
等
割
保
険
料

の
軽
減
分
の
補
塡
と
し
て
一

般
会
計
か
ら
の
繰
入
れ
を
行

っ
て
お
り
、
被
保
険
者
以
外

の
税
が
間
接
的
に
投
じ
ら
れ

て
い
る
。

財
産
調
査
の
精
度
を
高
め

困
窮
世
帯
へ
の
徴
収
緩
和
を

質
問

財
産
調
査
の
精
度
を

高
め
、
保
険
料
の
納
付
が
困

難
な
困
窮
世
帯
に
徴
収
緩
和

を
行
っ
て
い
る
こ
と
は
評
価

す
る
が
、
府
へ
の
納
付
金
が

不
足
す
る
こ
と
は
な
い
の
か
。

な
お
、
国
民
健
康
保
険
が

果
た
す
べ
き
役
割
や
社
会
的

機
能
を
さ
ら
に
高
め
る
努
力

を
継
続
す
る
よ
う
要
望
す
る
。

答
弁

府
に
納
付
す
べ
き
金

額
が
不
足
す
る
よ
う
な
場
合

は
、
国
民
健
康
保
険
財
政
調

整
基
金
を
活
用
し
、
納
付
金

額
に
充
当
す
る
。

市
町
村
国
保
の
広
域
的
統
一

そ
の
目
的
、
意
義
は

質
問

府
で
は
平
成
３０
年
度

に
国
民
健
康
保
険
の
広
域
化

が
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、
改
め

て
都
道
府
県
で
広
域
的
に
統

一
す
る
目
的
、意
義
を
聞
く
。

答
弁

人
口
減
少
等
に
よ
る

医
療
費
負
担
の
変
動
な
ど
、

市
町
村
単
独
の
運
営
で
生
じ

る
財
政
の
脆
弱
さ
を
補
完
し
、

医
療
保
険
制
度
を
持
続
さ
せ

る
こ
と
を
目
的
と
し
、ま
た
、

事
務
処
理
等
を
標
準
化
し
、

効
率
的
、
効
果
的
な
運
営
手

法
を
広
域
で
共
有
で
き
る
こ

と
に
統
一
す
る
意
義
が
あ
る
。

賦
課
割
合
の
変
更

保
険
料
統
一
へ
の
措
置
は

質
問

今
回
の
改
正
の
う
ち
、

賦
課
割
合
の
変
更
に
つ
い
て

は
、
低
所
得
世
帯
へ
の
負
担

増
に
な
る
内
容
だ
が
、
保
険

料
統
一
に
向
け
て
何
ら
か
の

措
置
を
講
じ
て
い
る
の
か
。

答
弁

４
年
度
の
本
市
の
賦

課
割
合
と
、
府
が
示
す
市
町

村
標
準
保
険
料
率
に
基
づ
く

割
合
に
は
乖
離
が
あ
る
が
、

５
年
度
に
つ
い
て
は
そ
の
中

間
値
を
割
合
と
し
、
６
年
度

の
保
険
料
統
一
に
お
け
る
急

激
な
保
険
料
の
増
額
を
緩
和

す
る
も
の
と
し
た
。

今
回
の
条
例
化
は
、
教
科

書
の
採
択
過
程
に
対
す
る
適

正
性
を
確
保
す
る
た
め
に
、

地
方
自
治
法
に
基
づ
く
附
属

機
関
と
し
て
「
市
立
義
務
教

育
諸
学
校
教
科
用
図
書
選
定

委
員
会
」
を
設
置
す
る
も
の

で
す
。

意
見

採
択
理
由
に
つ
い
て

の
説
明
責
任
を
確
実
に
果
た

し
、
教
科
書
出
版
会
社
等
と

の
不
祥
事
が
絶
対
に
起
こ
ら

な
い
よ
う
意
見
し
て
お
く
。

今
回
の
改
正
は
、
消
防
団

員
が
全
国
的
に
減
少
し
て
い

る
状
況
に
お
い
て
、
本
市
の

地
域
防
災
力
の
充
実
、
強
化

を
目
指
し
、
消
防
団
員
を
確

保
す
る
た
め
の
取
組
と
し
て
、

任
用
対
象
年
齢
の
上
限
を
５０

歳
未
満
か
ら
５５
歳
未
満
に
改

め
る
と
と
も
に
、
一
時
的
な

転
住
、
育
児
、
介
護
、
そ
の

他
や
む
を
得
ず
従
事
で
き
な

い
場
合
に
休
団
で
き
る
制
度

を
新
設
す
る
も
の
で
す
。

消
防
団
員
確
保

活
動
や
役
割
に
応
じ
た

機
能
別
団
員
制
度
の
導
入
を

質
問

消
防
団
員
の
退
団
理

由
は
何
が
多
い
の
か
。ま
た
、

休
団
制
度
は
ど
の
程
度
の
利

用
を
見
込
ん
で
い
る
の
か
。

な
お
、
全
て
の
消
防
団
活

動
に
参
加
で
き
な
い
人
で
も

特
定
の
活
動
や
役
割
に
従
事

す
る
機
能
別
団
員
と
し
て
受

け
入
れ
る
仕
組
み
が
あ
り
、

同
制
度
の
導
入
を
要
望
す
る
。

答
弁

退
団
理
由
は
定
年
な

ど
が
約
半
数
、
転
住
な
ど
が

残
り
半
数
と
聞
く
。
ま
た
、

休
団
制
度
の
他
市
実
績
で
は
、

毎
年
一
、二
名
程
度
で
あ
る
。

市
民
の
暮
ら
し
を
追
い
込
む

保
険
料
引
上
げ
に
反
対

反
対
討
論

社
会
保
障
の
改

悪
と
消
費
税
増
税
に
加
え
、

コ
ロ
ナ
禍
や
物
価
高
騰
に
よ

り
、
市
民
の
暮
ら
し
は
追
い

込
ま
れ
て
い
る
。
賦
課
限
度

額
の
引
上
げ
で
中
間
所
得
層

の
保
険
料
も
上
が
り
、
負
担

軽
減
と
な
っ
て
い
な
い
。
ま

た
、
出
産
育
児
一
時
金
増
額

の
財
源
と
し
て
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
が
引
き
上
が
る

こ
と
も
課
題
で
あ
る
。
市
民

の
暮
ら
し
と
健
康
を
守
る
た

め
、保
険
料
引
上
げ
は
や
め
、

引
き
下
げ
る
べ
き
で
あ
り
、

本
議
案
に
反
対
す
る
。

今
回
の
改
正
は
、
指
定
管

理
者
に
よ
る
指
定
施
設
の
管

理
に
対
す
る
評
価
を
適
正
に

行
う
た
め
、
市
長
の
附
属
機

関
と
し
て
「
指
定
管
理
者
評

価
委
員
会
」
を
、
教
育
委
員

会
の
附
属
機
関
と
し
て
「
教

育
委
員
会
指
定
管
理
者
評
価

委
員
会
」
を
設
置
す
る
も
の

で
す
。

意
見

施
設
所
管
部
署
に
よ

る
定
期
的
な
評
価
に
加
え
、

総
合
政
策
部
が
統
一
的
な
視

点
で
確
認
し
て
い
る
の
で
あ

れ
ば
、
新
た
に
指
定
管
理
者

評
価
委
員
会
に
よ
る
外
部
評

価
を
導
入
す
る
必
要
は
な
い
。

医
療
費
の
適
正
化
等

取
組
の
継
続
を
求
め
賛
成

賛
成
討
論

出
産
育
児
一
時

金
の
増
額
は
課
題
に
応
え
た

見
直
し
で
あ
る
。
ま
た
、
保

険
料
統
一
で
負
担
が
急
激
に

変
化
し
な
い
よ
う
、
賦
課
割

合
の
段
階
的
な
変
更
は
必
要

で
あ
り
、
賦
課
限
度
額
の
引

上
げ
に
よ
る
高
所
得
者
の
負

担
は
相
互
扶
助
の
観
点
に
か

な
う
。
低
所
得
世
帯
へ
の
特

例
的
な
軽
減
措
置
は
効
果
的

な
緩
和
策
と
考
え
る
。
よ
っ

て
、
引
き
続
き
医
療
費
の
適

正
化
等
に
取
り
組
み
、
本
市

の
意
見
を
府
へ
示
す
こ
と
を

求
め
、本
議
案
に
賛
成
す
る
。

議
会
は
、
２
月
８
日
、
議

員
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
一
般
社
団
法
人

豊
岡
ア
ー
ト
ア
ク
シ
ョ
ン
理

な
か
が
い
む
ね
は
る

事
長
の
中
貝
宗
治
氏
を
講
師

と
し
て
、
「
魅
力
あ
る
ま
ち

づ
く
り
に
向
け
た
ア
プ
ロ
ー

チ
と
は
」
を
テ
ー
マ
に
講
演

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
講
演
で

は
、
豊
岡
市
長
時
代
の
経
験

な
ど
を
基
に
、環
境
や
演
劇
、

ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
の
解

消
な
ど
様
々
な
分
野
か
ら
地

方
創
生
へ
向
け
た
取
組
に
つ

い
て
学
び
ま
し
た（
写
真
左
）。

議
会
は
、
３
月
１５
日
の
本
会
議
で
、
４
件
の
意
見
書
を
原

案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

可
決
し
た
意
見
書（
要
旨
）

意
見
書
と
は
…
市
の
公
益
（
市
民
の
日
常
生
活
に
関
わ
る

公
共
の
利
益
）
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
、
議
会
の
意
思
と

し
て
議
決
し
、
国
会
ま
た
は
関
係
行
政
機
関
に
提
出
す
る
も

の
で
す
。

認
知
症
の
方
も
家
族
も
安
心
で
き
る

社
会
の
構
築
を
求
め
る
意
見
書

国
会
及
び
政
府
は
、
認
知
症
の
方
も
家
族
も
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
地
域
の
構
築
の
た
め
、
ま
た
認
知
症
の
方
や
家
族
の

困
難
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め
、
左
記
の
措
置
を
講
じ
る
よ

う
強
く
求
め
ま
す
。

記

１
�
症
状
の
初
期
段
階
か
ら
家
族
や
周
囲
の
人
々
が
認
知
症

の
方
に
適
切
に
対
応
す
る
た
め
の
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
等

の
育
成
促
進
や
、
身
近
な
薬
局
や
介
護
施
設
等
に
お
け
る

相
談
窓
口
の
開
設
を
支
援
す
る
こ
と
。

２
�
認
知
症
の
重
症
化
抑
制
や
認
知
機
能
維
持
の
た
め
、
当

事
者
や
家
族
と
の
連
携
を
重
視
し
な
が
ら
、
薬
や
対
処
法

等
の
研
究
開
発
体
制
を
強
化
す
る
こ
と
。

３
�
低
所
得
者
や
圏
域
外
の
人
々
も
含
め
た
認
知
症
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
へ
の
入
所
の
仕
組
み
づ
く
り
な
ど
、
認
知
症
の

方
と
家
族
に
寄
り
添
う
制
度
を
整
備
す
る
こ
と
。

４
�
認
知
症
の
リ
ス
ク
低
減
に
つ
な
が
る
生
活
習
慣
や
栄
養

補
給
な
ど
、
国
民
の
日
常
の
サ
ポ
ー
ト
と
、
認
知
症
の
予

防
に
関
す
る
知
識
や
情
報
を
提
供
す
る
体
制
を
整
備
す
る

こ
と
。

５
�
認
知
症
に
対
す
る
施
策
を
国
と
地
域
が
一
体
と
な
っ
て

総
合
的
か
つ
総
体
的
に
推
進
す
る
た
め
、
（
仮
称
）
認
知

症
基
本
法
を
整
備
す
る
こ
と
。

〈
提
出
先
〉
衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、
厚
生
労
働
大
臣

ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
を
抑
え
る
対
策
の

強
化
を
求
め
る
意
見
書

政
府
は
、
ア
ス
ベ
ス
ト
に
よ
る
健
康
被
害
を
受
け
た
方
々

へ
一
日
も
早
い
治
療
方
法
の
確
立
と
、
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
の

発
生
防
止
に
向
け
、
左
記
の
措
置
を
講
じ
る
よ
う
強
く
求
め

ま
す
。

記

１
�
ア
ス
ベ
ス
ト
に
よ
る
健
康
被
害
に
つ
い
て
、
効
果
の
あ

る
治
療
方
法
や
そ
の
進
行
抑
制
に
係
る
研
究
、
開
発
を
促

進
し
、
そ
の
た
め
の
安
定
的
な
予
算
を
確
保
す
る
こ
と
。

２
�
地
域
の
建
築
物
に
お
け
る
ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
建
材
の
使

用
に
係
る
事
前
調
査
と
解
体
、
処
分
ま
で
の
追
跡
調
査
を

強
化
す
る
こ
と
。

３
�
改
正
大
気
汚
染
防
止
法
の
施
行
に
よ
り
義
務
づ
け
ら
れ

た
建
築
物
解
体
な
ど
に
伴
う
石
綿
飛
散
防
止
対
策
に
つ
い

て
、
実
施
状
況
調
査
を
強
化
す
る
こ
と
。

〈
提
出
先
〉
厚
生
労
働
大
臣
、
国
土
交
通
大
臣
、
環
境
大
臣

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

後
遺
症
を
発
症
さ
れ
た
方
々
の
日
常
を

守
る
取
組
の
強
化
を
求
め
る
意
見
書

政
府
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
後
遺
症
を
発

症
さ
れ
た
方
々
に
寄
り
添
い
、
一
人
一
人
の
日
常
を
守
る
た

め
、
左
記
の
措
置
を
講
じ
る
よ
う
強
く
求
め
ま
す
。

記

１
�
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
後
遺
症
の
発
症
状
況

に
つ
い
て
、
非
常
に
近
い
症
状
の
筋
痛
性
脳
脊
髄
炎
／
慢

性
疲
労
症
候
群
と
の
関
連
も
含
め
た
実
態
調
査
を
推
進
す

る
こ
と
。

２
�
一
部
医
療
機
関
で
実
施
さ
れ
て
い
る
Ｂ
ス
ポ
ッ
ト
療
法

（
上
咽
頭
擦
過
療
法
、
Ｅ
Ａ
Ｔ
）
等
の
検
証
を
進
め
る
と

と
も
に
、
当
該
療
法
を
標
準
化
し
、
後
遺
症
に
対
応
で
↖

前年度比
増 減 率

３.７
▲４.４
－

▲６.３
４.０
２.８

３.７

▲０.４
１９.０
０.４
▲８.３
２.１

令和４年度

１４９,０００,０００
４２,９４４,０００

９８,０００
１２６,０００

３５,３１０,０００
７,３６０,０００

２７,０００

８５,８６５,０００
１２,０７８,５８４
１２,８５５,８２８
２０,６４３,３４４
２８０,４４２,７５６

令和５年度

１５４,５００,０００
４１,０４１,０００

９８,０００
１１８,０００

３６,７０６,０００
７,５６９,０００

２８,０００

８５,５６０,０００
１４,３７１,０１３
１２,９０８,５２０
１８,９２５,５５５
２８６,２６５,０８８

会 計 名

一般会計
国民健康保険
自動車駐車場
財 産 区
介 護 保 険
後期高齢者医療
母子父子寡婦
福祉資金貸付金

計
水 道 事 業
病 院 事 業
下 水 道 事 業
合 計

特
別
会
計

企
業
会
計

令和５年（２０２３年）５月１日 枚 方 市 議 会 報 第３４４号 ＜ ２ ＞
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岡
❶
岡
❷
井
❸
井
❹
井
❺
岡

よ さ ん

予予算算っっててななにに？？
ねん かん がつ よく ねん がつ

１年間（４月から翌年の３月まで）に
し かね はい

市にどれだけのお金が入ってきて、どん
つか

なことに使うのかをまとめたものです。

ねん かん さい しょ き よ さん とう しょ よ さん と ちゅう

１年間の最初に決める予算を「当初予算」、途中
よ てい がい かね ひつ よう ば あい たい おう

で予定外のお金が必要になった場合などに対応す
よ さん ほ せい よ さん

る予算を「補正予算」といいます。

とうしょ よ さん

当当初初予予算算
とと

ほ せい よ さん

補補正正予予算算
よ さん き

予予算算ははどどううややっってて決決ままるる？？
し やく しょ し ごと ば し みん こえ き ひつ よう

市役所のいろいろな仕事場では市民の声を聞いたりしながら必要
ぎょうせい かんが もと し ちょう よ さん あん

な行政サービスはなにか、などを考え、それを基に市長が予算案
し ぎ かい ていしゅつ

としてまとめ、市議会に提出します。
し ぎ かい し みん だいひょう し ぎ かい ぎ いん よ さん あん

市議会では、市民を代表する市議会議員が予算案について、いろ
しつ もん かんが よ さん き

いろな質問をして、しっかり考え、予算を決めています。

ぎ かい ひ

議議会会費費っっててななにに？？
し ぎ かい かい ぎ かつ どう ひつ よう かね

市議会の会議や活動などに必要なお金です。
なか ぎ かい ほう はっ こう

その中には、この議会報を発行するための
かね ふく

お金なども含まれています。

質
問

枚
方
市
駅
周
辺
再
整

備
基
本
計
画
の
改
訂
素
案
で

は
、
④
・
⑤
街
区（
＊
６
）の

連
鎖
型
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
た
め
に
、
総
概
算
事
業
費

の
大
幅
な
増
額
が
示
さ
れ
た
。

市
負
担
額
も
大
き
く
膨
ら
む

中
、
連
鎖
型
ま
ち
づ
く
り
は

必
要
で
は
な
い
。
防
災
拠
点

と
な
る
新
庁
舎
や
、
市
駅
南

口
周
辺
道
路
な
ど
の
課
題
解

決
に
特
化
し
た
整
備
に
取
り

組
む
べ
き
で
は
な
い
か
。

な
お
、⑤
街
区
へ
の
庁
舎
移

転
条
例
案
が
９
月
議
会
で
否

決
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず

事
業
を
進
め
る
こ
と
は
認
め

ら
れ
な
い
と
意
見
し
て
お
く
。

答
弁

③
街
区
に
続
く
連
鎖

型
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
、
市
駅
南
口
駅
前
広
場
の

交
通
混
雑
解
消
や
公
共
交
通

の
利
便
性
向
上
、
「
み
ど
り

の
大
空
間
」
の
創
出
等
に
取

り
組
み
、
本
市
の
魅
力
向
上

を
目
指
し
て
い
る
。

新型コロナ
感 染 症
５
類
へ
移
行
後
も

医
療
体
制
の
確
保
を

質
問

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症

の
法
上
の
位
置
づ
け
が
５
類

へ
移
行
さ
れ
る
こ
と
に
対
し
、

不
安
の
声
を
多
く
聞
く
。
医

療
体
制
の
確
保
が
必
要
だ
が
、

病
床
は
確
保
で
き
る
の
か
。

ま
た
、
発
熱
外
来
で
は
な
い

市
内
の
医
療
機
関
で
も
受
診

で
き
る
よ
う
に
な
る
の
か
。

答
弁

医
療
体
制
の
確
保
は

都
道
府
県
中
心
で
計
画
的
に

進
め
て
お
り
、
外
来
診
療
等

が
可
能
な
医
療
機
関
は
市
内

を
は
じ
め
北
河
内
圏
域
内
で

順
次
拡
大
し
て
い
る
。
引
き

続
き
府
と
連
携
し
、
患
者
の

病
状
に
合
わ
せ
必
要
な
入
院

や
受
診
が
可
能
な
医
療
機
関

を
確
保
で
き
る
よ
う
、
関
係

団
体
等
に
働
き
か
け
て
い
く
。

新
聞
、雑
誌
の
購
入
予
算

削
減
前
の
水
準
に
戻
す
べ
き

質
問

こ
の
間
、
図
書
館
資

料
の
購
入
経
費
の
増
額
を
求

め
て
き
た
。
新
聞
、
雑
誌
に

つ
い
て
も
、
書
架
か
ら
消
え

な
い
よ
う
、
購
入
予
算
を
削

減
前
の
水
準
に
戻
す
べ
き
だ

が
、５
年
度
の
予
定
を
聞
く
。

な
お
、
聴
覚
障
害
者
の
資

料
の
一
つ
で
も
あ
る
漫
画
を

寄
贈
の
み
で
受
け
入
れ
る
と

し
た
蔵
書
計
画
の
見
直
し
と

購
入
予
算
確
保
を
要
望
す
る
。

答
弁

３
・
４
年
度
は
８
０

０
万
円
の
予
算
額
を
５
年
度

は
１
０
０
０
万
円
と
し
、
３

３
３
タ
イ
ト
ル
を
購
入
す
る
。
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�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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�
�
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�
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質
問

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ

ン
接
種
に
係
る
不
正
な
事
務

処
理
が
発
覚
し
た
受
託
者
に

６
か
月
の
入
札
参
加
・
指
名

停
止
を
行
っ
た
が
、
接
種
を

止
め
な
い
た
め
と
は
い
え
、

同
者
と
の
契
約
期
間
を
延
長

す
る
と
、
停
止
措
置
が
事
実

上
無
意
味
に
な
る
。
こ
う
し

た
事
象
へ
の
罰
則
や
再
発
防

止
策
に
関
す
る
考
え
を
聞
く
。

な
お
、
停
止
期
間
延
長
な

ど
要
綱
の
見
直
し
と
併
せ
、

悪
質
な
ケ
ー
ス
に
は
毅
然
と

対
応
す
る
よ
う
要
望
す
る
。

答
弁

厳
正
に
対
処
す
べ
き

行
為
に
は
措
置
期
間
を
延
長

す
る
等
の
改
正
は
必
要
と
考

え
る
。
案
件
の
規
模
や
内
容

等
に
応
じ
、
適
正
に
履
行
さ

れ
る
よ
う
、
一
定
期
間
内
に

著
し
い
不
良
が
な
か
っ
た
こ

と
を
入
札
参
加
資
格
要
件
に

加
え
る
等
の
見
直
し
を
行
う
。

学校給食
自
然
食
の
導
入
と

恒
常
的
な
無
償
化
を

質
問

給
食
費
の
負
担
軽
減

の
た
め
、
交
付
金
を
活
用
し

学
校
給
食
会
に
食
材
費
等
を

補
助
す
る
と
い
う
。
子
ど
も

の
健
や
か
な
成
長
を
支
え
る

学
校
給
食
は
優
先
す
べ
き
事

業
で
あ
り
、
農
薬
や
添
加
物

を
極
力
使
用
し
な
い
自
然
食

導
入
と
給
食
費
無
償
化
を
要

望
し
て
き
た
が
、
本
交
付
金

を
活
用
し
実
現
で
き
な
い
か
。

答
弁

本
交
付
金
の
使
途
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
応
事

業
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
自
然
食
導
入
は
供
給
量

や
価
格
等
の
課
題
が
あ
る
。

恒
常
的
な
給
食
費
無
償
化
は

財
源
確
保
が
最
大
の
課
題
だ

が
、国
等
へ
要
望
し
て
い
く
。

開
発
業
者
へ
の
働
き
か
け
で

生
活
道
路
の
無
電
柱
化
を

質
問

防
災
、
安
全
な
歩
行

空
間
や
良
好
な
景
観
の
確
保

の
観
点
等
か
ら
１０
路
線
を
無

電
柱
化
の
対
象
道
路
と
し
、

４
路
線
は
既
に
工
事
着
手
し

た
と
い
う
が
、
残
る
路
線
の

取
組
予
定
を
聞
く
。

な
お
、
未
着
手
路
線
の
早

期
着
手
と
併
せ
、
開
発
許
可

申
請
者
へ
の
指
導
と
情
報
提

供
に
よ
り
、
生
活
道
路
の
無

電
柱
化
の
取
組
を
要
望
す
る
。

答
弁

未
着
手
路
線
は
１４
年

度
ま
で
の
着
手
を
目
標
と
し

て
い
る
。
関
連
事
業
の
進
捗

や
今
後
の
技
術
革
新
等
を
踏

ま
え
、
適
宜
計
画
を
見
直
し

な
が
ら
、
生
活
道
路
を
含
め

た
無
電
柱
化
の
推
進
を
図
る
。

市駅南口駅前広場学校給食

今
回
の
改
正
は
、
４
年
９

月
に
他
市
で
発
生
し
た
、
認

定
こ
ど
も
園
の
送
迎
バ
ス
に

置
き
去
り
に
さ
れ
た
園
児
が

亡
く
な
っ
た
事
案
等
を
踏
ま

え
、
国
基
準
等
が
改
正
さ
れ

た
こ
と
に
伴
い
、
所
要
の
整

備
を
行
う
も
の
で
す
。

主
な
改
正
内
容
は
次
の
と

お
り
。

▼
児
童
福
祉
施
設
に
通
う
児

童
の
安
全
確
保
を
図
る
た
め
、

安
全
計
画
等
の
策
定
に
関
す

る
基
準
を
定
め
る
。

▼
市
内
児
童
福
祉
施
設
に
お

い
て
、
バ
ス
等
に
よ
る
送
迎

を
行
う
際
は
安
全
装
置
を
備

え
る
な
ど
、
自
動
車
を
運
行

す
る
場
合
の
児
童
の
所
在
確

認
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
。

意
見

子
ど
も
の
命
を
守
る

た
め
安
全
計
画
は
必
要
だ
が
、

業
務
負
担
の
増
加
を
危
惧
す

る
。
保
育
現
場
の
疲
弊
に
は

旧
態
依
然
と
し
た
保
育
士
配

置
基
準
に
も
問
題
が
あ
る
。

国
に
改
善
を
要
望
し
、
市
独

自
の
取
組
も
推
進
す
べ
き
。

＊
１

総
合
型
放
課
後
事
業

（
放
課
後
キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ
）

…
留
守
家
庭
児
童
会
室
、
ひ

ら
か
た
子
ど
も
い
き
い
き
広

場
、放
課
後
オ
ー
プ
ン
ス
ク
エ

ア（
＊
３
）の
３
事
業
を
総
合

的
に
運
営
す
る
事
業
の
こ
と
。

＊
２

Ａ
Ｉ
ド
リ
ル
…
全
児

童
に
配
備
さ
れ
た
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
に
導
入
す
る
コ
ン
テ

ン
ツ
で
あ
り
、
間
違
え
た
箇

所
の
分
析
結
果
か
ら
次
の
問

題
が
出
題
さ
れ
る
な
ど
、
個

別
最
適
な
学
び
に
つ
な
が
る

サ
ポ
ー
ト
機
能
が
充
実
し
た

学
習
ア
プ
リ
の
こ
と
。

＊
３

放
課
後
オ
ー
プ
ン
ス

ク
エ
ア
…
総
合
型
放
課
後
事

業（
＊
１
）の
う
ち
、
放
課
後

に
全
て
の
児
童
が
安
心
し
て

自
由
に
遊
べ
る
場
と
し
て
学

校
の
一
部
を
開
放
す
る
事
業

の
こ
と
。

＊
４

交
通
安
全
対
策
特
別

交
付
金
…
交
通
反
則
金
収
入

を
原
資
と
し
て
、
交
通
事
故

の
発
生
を
防
止
す
る
こ
と
を

目
的
に
、
地
方
公
共
団
体
が

単
独
で
行
う
道
路
交
通
安
全

施
設
整
備
の
経
費
に
充
て
る

た
め
の
財
源
と
し
て
国
が
交

付
す
る
も
の
。

＊
５

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
…

様
々
な
背
景
を
持
つ
あ
ら
ゆ

る
人
が
排
除
さ
れ
な
い
こ
と
。

包
摂
的
な
、
全
て
を
包
み
込

む
よ
う
な
と
い
う
意
味
が
あ

る
。

＊
６

街
区
…
市
駅
周
辺
再

整
備
で
は
、
枚
方
市
駅
周
辺

を
①
街
区
か
ら
⑤
街
区
ま
で

の
５
つ
の
エ
リ
ア
に
定
め
、

再
整
備
を
進
め
る
こ
と
と
さ

れ
て
い
る
。

各
街
区
の
位
置
に
つ
い
て

は
左
図
の
と
お
り
（
市
駅
周

辺
再
整
備
基
本
計
画
改
訂
版

（
素
案
）
か
ら
抜
粋
）
。

＊
７

就
学
前
の
教
育
・
保

育
施
設
に
係
る
ひ
ら
か
た
プ

ラ
ン
…
幼
保
連
携
の
考
え
の

下
、
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
待

機
児
童
対
策
な
ど
子
育
て
施

策
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

今
後
の
保
育
需
要
の
減
少
時

期
も
見
据
え
た
公
立
施
設
の

在
り
方
を
示
す
た
め
、
平
成

３０
年
１１
月
に
作
成
し
た
プ
ラ

ン
の
こ
と
。

委 員 協 議 会 だ よ り
総務委員協議会 ２月１６日

（１）消防団員の確保に向けた取り組みについて
（２）長期財政の見通しについて
（３）ロジックモデル等を活用した事務事業の見直し内容について
（４）枚方市指定管理者制度における外部評価の導入について
（５）大阪・関西万博を見据えた観光施策の推進体制について
（６）金融機関における公金収納について

教育子育て委員協議会 ２月１７日
（１）枚方市子ども・若者育成計画（第２期）（案）について
（２）第２期枚方市子ども・子育て支援事業計画の中間年における目標事業量の

見直しについて
（３）児童福祉施設における「こどもの安心・安全対策支援」に係る事業の実施

について
（４）学校トイレ整備における基本的な考え方（案）について
（５）市立小学校の水泳授業における民間活力の活用について
（６）学校施設のエレベーター整備等に関する方針（案）について
（７）今後の枚方市の支援教育に係る進捗状況について
（８）総合型放課後事業実施に向けた取り組み状況について
（９）今後の中学校部活動の在り方について

市民福祉委員協議会 ２月２０日
（１）令和５年度国民健康保険料等について
（２）地方税制改正等の概要について
（３）成果連動型民間委託契約方式（ＰＦＳ）による介護予防事業の進捗につい

て
（４）乳幼児健康診査事後指導事業（親子教室）の拡充について
（５）子宮頸がん予防ワクチンの拡充について
（６）出産・子育てに関する支援の拡充について
（７）グループホームにおける重度障害者の受入促進について
（８）障害児通所支援事業に係る「こどもの安心・安全対策支援事業」の実施に

ついて
（９）障害児通学支援事業の利用に関する運用見直しについて
（１０）高度医療機器使用患者レスパイト入院費用助成事業について
（１１）市立ひらかた病院経営強化プラン（第３次中期経営計画）の策定について
（１２）市立ひらかた病院における各種取り組みについて

建設環境委員協議会 ２月２１日
（１）第２次枚方市地球温暖化対策実行計画（区域施策編）の策定について
（２）枚方市スマートライフ推進基金の拡充について
（３）学校トイレ整備における基本的な考え方（案）について
（４）建築物のエネルギー消費性能の向上に関する法律等の一部改正に伴う手数

料の設定等について
（５）宅地造成等規制法の一部改正に伴う取組について
（６）枚方市無電柱化推進計画の策定について
（７）樟葉駅前広場の環境整備について
（８）枚方市総合交通計画の見直しについて
（９）都市計画道路御殿山小倉線の整備工事について
（１０）枚方市街路樹維持管理方針の策定について

今
回
の
改
正
は
、
①
阪
保

育
所
の
民
営
化
、
②
お
お
が

い
と
小
規
模
保
育
施
設
の
土

地
及
び
建
物
の
賃
貸
借
契
約

の
終
了
に
伴
い
、
５
年
４
月

に
、
両
施
設
を
廃
止
す
る
も

の
で
す
。

阪
保
育
所

計
画
に
な
か
っ
た
民
営
化

突
然
の
発
表
へ
の
考
え
は

質
問

子
育
て
支
援
拠
点
園

と
し
て
位
置
づ
け
、
当
初
は

計
画
に
も
な
か
っ
た
阪
保
育

所
の
民
営
化
を
突
然
発
表
し

た
こ
と
へ
の
考
え
を
聞
く
。

答
弁

就
学
前
の
教
育
・
保

育
施
設
に
係
る
ひ
ら
か
た
プ

ラ
ン（
＊
７
）に
お
い
て
、
こ

れ
ま
で
の
手
法
に
捉
わ
れ
ず

民
営
化
す
る
施
設
を
検
討
す

る
方
針
は
示
し
て
い
た
が
、

保
護
者
へ
の
通
知
が
突
然
で

不
安
を
与
え
て
し
ま
っ
た
点

は
真
摯
に
受
け
止
め
、
丁
寧

な
説
明
に
努
め
て
い
る
。

意
見

枚
方
市
駅
周
辺
の
高

い
保
育
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た

め
、
お
お
が
い
と
小
規
模
保

育
施
設
に
代
わ
る
新
た
な
保

育
所
整
備
等
の
代
替
策
を
。

き
る
医
療
機
関
や
相
談
窓
口
を
拡
充
す
る
こ
と
。

３
�
自
己
免
疫
疾
患
と
の
関
連
な
ど
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
よ
る
後
遺
症
の
原
因
究
明
と
新
た
な
治
療
方

法
の
確
立
に
向
け
た
研
究
予
算
を
確
保
す
る
こ
と
。

〈
提
出
先
〉
厚
生
労
働
大
臣
、
財
務
大
臣

地
域
の
グ
リ
ー
ン
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｇ
Ｘ
）
の

促
進
を
求
め
る
意
見
書

政
府
は
、
新
し
い
経
済
成
長
を
実
現
す
る
た
め
、
左
記
の

措
置
を
講
じ
る
よ
う
強
く
求
め
ま
す
。

記

１
�
各
家
庭
の
省
エ
ネ
促
進
に
向
け
て
、
関
係
省
庁
で
連
携

し
、
住
宅
の
省
エ
ネ
化
や
、
太
陽
光
発
電
と
蓄
電
池
を
組

み
合
わ
せ
た
電
力
の
自
給
自
足
へ
の
支
援
を
強
化
す
る
こ

と
。

２
�
天
候
に
よ
っ
て
出
力
が
変
動
す
る
と
い
う
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
特
性
を
補
う
た
め
、
蓄
電
池
の
大
容
量
化
、

低
コ
ス
ト
化
と
と
も
に
、
余
剰
電
気
を
水
素
で
蓄
え
る
こ

と
等
を
可
能
と
す
る
研
究
開
発
を
加
速
す
る
こ
と
。

３
�
家
庭
向
け
の
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
給
湯
器
や
家
庭
用
燃
料
電

池
な
ど
及
び
産
業
向
け
の
産
業
用
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
や
コ
ー

ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、
熱
需
要
の
脱
炭
素
化
や
熱
の

有
効
利
用
に
向
け
た
設
備
等
の
導
入
を
促
進
す
る
こ
と
。

４
�
２
０
３
０
年
代
後
半
に
想
定
さ
れ
る
太
陽
光
パ
ネ
ル
の

大
量
廃
棄
に
備
え
て
、
廃
棄
・
再
生
施
設
整
備
へ
の
投
資

促
進
や
、
太
陽
光
発
電
施
設
の
維
持
管
理
や
更
新
な
ど
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
電
力
供
給
量
を
確
保
す
る

た
め
の
制
度
的
措
置
を
検
討
す
る
こ
と
。

５
�
電
力
の
広
域
系
統
整
備
に
は
莫
大
な
資
金
が
必
要
と
な

る
た
め
、
資
金
調
達
等
が
可
能
と
な
る
環
境
を
整
備
し
、

さ
ら
に
よ
り
効
率
的
な
送
電
シ
ス
テ
ム
整
備
へ
の
技
術
開

発
を
強
化
す
る
こ
と
。

〈
提
出
先
〉
経
済
産
業
大
臣
、
国
土
交
通
大
臣
、
環
境
大
臣

↙
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新型コロナワクチン接種予約受付コールセンター業務

再委託先の不正な事務処理
不正額を市に返還

和解について可決
３/15賛成多数

枚
方
議
会
４
面

０
５
０
１
０
４

藤
❶
藤
❷
井
❸
井
❹
井
❺
岡
❻
井
❼
岡

議
会
は
、
３
月
３
日
に
、

「
枚
方
市
駅
周
辺
再
整
備
基

本
計
画
の
改
訂
に
向
け
て
」

を
案
件
と
し
た
全
員
協
議
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

本
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
か

ら
新
庁
舎
整
備
を
含
む
市
駅

周
辺
再
整
備
の
具
体
化
に
向

け
た
取
組
を
進
め
て
お
り
、

議
会
で
も
平
成
２９
年
３
月
か

ら
９
度
に
わ
た
り
全
員
協
議

会
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

今
回
は
、
４
年
９
月
の
全

員
協
議
会
で
示
さ
れ
た
「
④

⑤
街
区
の
市
有
地
を
有
効
活

用
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
考
え

方
（
案
）
」
や
、
①
・
②
街

区
の
可
能
性
調
査
、
こ
れ
ら

に
対
す
る
議
会
の
意
見
な
ど

を
踏
ま
え
、
３
年
３
月
に
策

定
さ
れ
た
枚
方
市
駅
周
辺
再

整
備
基
本
計
画
を
改
訂
す
る

こ
と
及
び
そ
の
進
め
方（
案
）

な
ど
に
つ
い
て
、
理
事
者
か

ら
説
明
を
受
け
ま
し
た
（
内

容
は
下
欄
参
照
）
。

な
お
、
こ
れ
ら
に
対
す
る

質
問
は
、
補
正
予
算
及
び
当

初
予
算
質
疑
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

本
件
は
、
市
が
㈱
パ
ソ
ナ

に
委
託
し
て
い
る
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種

業
務
に
お
い
て
、同
社
の
再
委

託
先
が
不
正
な
事
務
処
理
を

行
っ
た
こ
と
に
よ
り
生
じ
た

不
正
額
を
同
社
か
ら
本
市
に

返
還
さ
せ
る
と
と
も
に
、未
払

い
の
委
託
料
か
ら
の
減
額
を

行
う
こ
と
に
つ
い
て
、
和
解

に
よ
り
解
決
す
る
も
の
で
す
。

内
容
等
は
次
の
と
お
り
。

▼
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
予
約
受

付
等
に
関
す
る
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
業
務
に
お
い
て
、
勤
務

実
績
の
な
い
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

等
を
配
置
し
て
い
た
と
の
虚

偽
報
告
を
行
っ
て
い
た
こ
と

が
発
覚
。

▼
全
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
勤
怠

記
録
等
で
確
認
し
た
配
置
不

足
分
３
億
５
９
５
９
万
２
７

９
６
円
を
市
に
返
還
等
を
さ

せ
、
５
年
度
に
国
に
返
還
す

る
。極

め
て
悪
質
な
事
案

な
ぜ
和
解
な
の
か

質
問

今
回
の
事
案
は
、
㈱

パ
ソ
ナ
が
一
方
的
に
悪
く
、

極
め
て
悪
質
と
考
え
る
。
な

ぜ
、
訴
訟
の
提
起
や
損
害
賠

償
の
請
求
に
よ
ら
ず
、
和
解

と
い
う
判
断
に
至
っ
た
の
か
。

な
お
、同
社
に
は
最
大
限
実

効
性
あ
る
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
を

科
す
べ
き
と
意
見
し
て
お
く
。

答
弁

訴
訟
の
提
起
等
の
場

合
に
必
要
と
な
る
、
オ
ペ
レ

ー
タ
ー
未
配
置
分
等
の
委
託

料
以
外
の
損
害
を
金
額
と
し

て
立
証
す
る
こ
と
は
非
常
に

難
し
い
と
判
断
し
た
。

意
見

包
括
外
部
監
査
に
お

い
て
も
、
市
の
委
託
契
約
に

つ
い
て
様
々
な
課
題
が
指
摘

さ
れ
て
お
り
、
今
回
の
事
案

も
教
訓
に
、
契
約
相
手
方
の

行
為
を
適
切
に
統
制
す
る
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
の
向
上
を
。

報
告
内
容
は
、
市
立
小
学

校
に
お
い
て
、
児
童
が
教
室

を
清
掃
中
に
オ
ル
ガ
ン
を
移

動
さ
せ
よ
う
と
し
た
際
、
オ

ル
ガ
ン
が
別
の
児
童
の
左
足

甲
の
上
に
倒
れ
、
負
傷
し
た

事
故
で
す
。

市
立
小
学
校
児
童
負
傷
事
故

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
な
ど

再
発
防
止
の
徹
底
を

質
問

本
件
は
、
学
校
側
の

取
り
組
み
方
次
第
で
防
げ
た

事
故
と
考
え
る
が
、
再
発
防

止
策
に
つ
い
て
聞
く
。

な
お
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作

成
す
る
な
ど
、
再
発
防
止
の

徹
底
を
要
望
す
る
。

答
弁

過
去
に
も
同
様
の
事

故
が
起
き
て
い
た
が
、
安
全

管
理
の
徹
底
が
徐
々
に
風
化

し
て
い
た
こ
と
が
課
題
と
考

え
る
。
危
機
管
理
事
象
に
お

け
る
教
育
委
員
会
か
ら
の
指

示
が
形
骸
化
し
て
い
な
い
か
、

改
め
て
確
認
す
る
。

５
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
）
は
、
国
に
お

い
て
今
後
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
関

す
る
方
針
が
示
さ
れ
た
こ
と

を
受
け
、
追
加
接
種
に
要
す

る
経
費
に
つ
い
て
増
額
補
正

す
る
も
の
で
、
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
１８
億
３
９
０
２
万
円

を
増
額
す
る
も
の
で
す
。

※
１
万
円
未
満
四
捨
五
入

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

５
年
度
の
接
種
対
象
者
や

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

質
問

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
ワ
ク
チ
ン
の
特
例
臨
時
接

種
を
１
年
延
長
す
る
と
い
う

が
、
今
回
の
補
正
予
算
に
お

け
る
５
年
度
の
接
種
対
象
者

や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
を
聞
く
。

答
弁

重
症
化
リ
ス
ク
の
高

い
高
齢
者
な
ど
は
５
月
か
ら

と
９
月
か
ら
の
年
２
回
の
接

種
を
、
そ
れ
以
外
の
人
は
９

月
か
ら
年
１
回
の
接
種
を
行

う
ほ
か
、
乳
幼
児
や
小
児
は

４
月
以
降
も
継
続
し
て
接
種

を
行
う
。
接
種
希
望
者
は
自

己
負
担
な
く
接
種
で
き
る
。

今
回
の
契
約
は
、
中
部
地

域
に
お
け
る
道
路
交
通
網
の

強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
周

辺
道
路
の
交
通
混
雑
の
緩
和

や
、
安
全
、
安
心
な
歩
行
空

間
の
確
保
、
防
災
機
能
の
強

化
を
図
る
た
め
、
道
路
整
備

工
事
を
実
施
す
る
も
の
で
す
。

な
お
、「
制
限
付
き
一
般
競

争
入
札
（
低
入
札
価
格
調
査

制
度（
＊
１
）対
象
型
）」で
、

落
札
候
補
者
の
入
札
書
記
載

金
額
が
調
査
基
準
価
格
を
下

回
っ
て
い
た
た
め
、
低
入
札

価
格
調
査
を
行
っ
た
上
、
落

札
者
を
決
定
し
た
も
の
で
す
。

■
契
約
金
額
…
６
億
３
７
９

６
万
円

■
工
期
…
６
年
７
月
１５
日
ま

で※
１
万
円
未
満
四
捨
五
入

低
入
札
価
格
調
査

契
約
内
容
に
適
合
し
た
履
行

可
能
と
判
断
し
た
理
由
は

質
問

工
事
の
落
札
金
額
は

予
定
価
格
の
約
７５
％
と
、
か

な
り
の
低
価
格
で
あ
る
。
低

入
札
価
格
調
査
の
結
果
、
当

該
事
業
者
に
よ
り
契
約
内
容

に
適
合
し
た
履
行
が
可
能
と

判
断
し
た
主
な
理
由
を
聞
く
。

答
弁

同
事
業
者
が
本
件
工

事
の
現
場
に
つ
な
が
る
別
工

事
を
受
注
し
て
い
る
こ
と
、

ま
た
、様
々
な
経
験
や
人
材
、

資
材
等
の
活
用
で
、
下
請
事

業
者
等
に
不
当
な
し
わ
寄
せ

を
生
じ
さ
せ
ず
に
履
行
で
き

る
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。

議
会
は
、
３
月
３１
日
に
緊

急
議
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

５
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
２
号
）
は
、
国
の
物

価
高
克
服
に
向
け
た
追
加
策

に
お
け
る
低
所
得
世
帯
等
へ

の
支
援
に
つ
い
て
補
正
を
行

う
も
の
で
、
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
２２
億
８
６
３
４
万
円
を

増
額
す
る
も
の
で
す
。

歳
入
の
補
正
内
容
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金

１６
億
７
１
５
５
万
円
、
低
所

得
の
子
育
て
世
帯
生
活
支
援

特
別
給
付
金
給
付
事
業
費
補

助
金
６
億
１
４
７
９
万
円
の

増
額
で
す
。

歳
出
の
補
正
内
容
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

▼
住
民
税
非
課
税
世
帯
等
に

対
す
る
臨
時
特
別
給
付
金
事

業
費
（
対
象
世
帯
当
た
り
３

万
円
の
給
付
）
…
１６
億
７
１

５
５
万
円

▼
低
所
得
の
子
育
て
世
帯
生

活
支
援
特
別
給
付
金
給
付
事

業
費
（
対
象
世
帯
の
子
ど
も

１
人
当
た
り
５
万
円
の
給
付
）

…
６
億
１
４
７
９
万
円

※
１
万
円
未
満
四
捨
五
入

生
活
困
窮
者
等
へ

市
独
自
支
援
の
拡
充
を

質
問

低
所
得
世
帯
等
へ
の

給
付
金
は
、
早
く
届
く
よ
う

迅
速
な
対
応
が
必
要
だ
が
、今

後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
聞
く
。

な
お
、
国
制
度
で
は
対
象

と
な
ら
な
い
生
活
困
窮
者
や

中
小
企
業
等
へ
の
市
独
自
支

援
の
拡
充
を
要
望
す
る
。

答
弁

住
民
税
非
課
税
世
帯

等
へ
は
、５
月
に
該
当
世
帯
に

申
請
書
を
送
付
し
、受
理
後
３

週
間
程
度
で
振
り
込
む
。低
所

得
の
子
育
て
世
帯
へ
は
、
現

時
点
で
は
５
月
中
の
支
給
を

目
途
に
準
備
を
進
め
て
い
く
。

全
て
の
子
育
て
世
帯
等
へ

早
急
な
支
援
を

質
問

国
が
地
方
創
生
臨
時

交
付
金
に
追
加
し
た
１
・
２

兆
円
の
う
ち
、５
０
０
０
億
円

は
住
民
税
非
課
税
世
帯
等
に

対
す
る
給
付
金
事
業
の
財
源

だ
が
、
残
り
７
０
０
０
億
円

分
に
は
ど
う
対
応
す
る
の
か
。

な
お
、
全
て
の
子
育
て
世

帯
や
個
人
事
業
者
等
に
対
す

る
早
急
な
支
援
を
要
望
す
る
。

答
弁

残
り
７
０
０
０
億
円

の
う
ち
、
本
市
に
は
約
９
億

円
が
交
付
さ
れ
る
見
込
み
で
、

市
の
課
題
を
見
極
め
な
が
ら
、

さ
ら
な
る
支
援
策
を
講
じ
る
。

�����������������������������������������������������������������������
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

枚
方
に
ゆ
か
り
の
あ
る
人

物
を
紹
介
し
ま
す
。

す
が
わ
ら
の
み
ち
ざ
ね

じ
ょ
う

わ

菅
原
道
真
は
、
承
和
１２

年
（
８
４
５
年
）
、
学
者

の
家
に
生
ま
れ
ま
し
た
。

幼
少
よ
り
学
業
に
励
み
、

学
者
と
し
て
の
最
高
位
、

も
ん
じ
ょ
う

は
か
せ

文
章
博
士
と
な
り
ま
し

た
。異
例
の
出
世
を
重
ね
、

し
ょ
う
た
い

昌
泰
２
年
（
８
９
９
年
）、

右
大
臣
の
要
職
に
任
命
さ

ふ
じ
わ
ら
の
と
き
ひ
ら

れ
、
左
大
臣
藤
原
時
平
と

並
ん
で
国
家
の
政
務
を
統

括
し
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
藤
原
氏
の

策
謀
に
よ
り
、９
０
１
年
、

大
宰
府
に
左
遷
さ
れ
ま
す
。

本
市
に
残
る
伝
説
に
よ

る
と
、
道
真
が
九
州
に
向

か
う
途
中
、
馬
が
病
気
に

な
っ
た
の
で
里
の
人
に
預

け
ま
し
た
。
そ
の
馬
が
死

ん
だ
後
、
埋
葬
し
た
上
に

ほ
こ
ら

き

わ
ら

祠
を
建
て
、
草
や
切
り
藁

を
供
え
て
い
た
の
が
、
い

つ
の
頃
か
「
ク
サ
ガ
ミ
サ

ン
（
草
神
さ
ん
）」
（
牧
野

本
町
１
丁
目
）
と
呼
ば
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
道
真
は
、
小
高

い
山
の
上
で
、
都
の
方
角

を
望
み
名
残
を
惜
し
み
ま

し
た
。
道
真
を
慕
っ
て
娘

か
り
や
ひ
め

の
苅
屋
姫
が
後
を
追
っ
て

来
ま
し
た
が
、
着
い
た
と

き
に
は
、
既
に
道
真
は
旅

立
っ
た
後
で
し
た
。姫
は
、

さ

だ

足
ず
り
（
蹉
跎
）
し
て
悲

嘆
の
涙
に
暮
れ
ま
し
た
。

一
説
に
よ
る
と
、
こ
こ
か

ら
蹉
跎
と
い
う
地
名
が
生

ま
れ
た
と
も
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

姫
を
哀
れ
ん
だ
道
真
は
、

自
身
の
座
像
を
作
り
ま
し

た
。
こ
れ
を
村
人
が
祀
る

し
ゃ
で
ん

た
め
に
社
殿
を
設
け
た
の

が
蹉
跎
神
社
（
南
中
振
１

丁
目
）
の
起
源
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

道
真
に
ま
つ
わ
る
神
社

や
旧
跡
は
各
地
に
あ
り
ま

す
が
、
枚
方
に
も
残
る
旧

跡
を
一
度
訪
ね
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

風
薫
る
爽
や
か
な
季
節
と

な
り
ま
し
た
。

こ
の
議
会
報
が
皆
さ
ん
の

お
手
元
に
届
く
頃
に
は
、
新

た
に
選
挙
で
選
ば
れ
た
市
議

会
議
員
が
枚
方
市
の
発
展
に

向
け
、
活
動
を
始
め
て
い
る

こ
と
と
思
い
ま
す
。

今
号
で
、
私
た
ち
が
発
行

す
る
最
後
の
議
会
報
と
な
り

ま
す
が
、
今
後
と
も
引
き
続

き
ご
愛
読
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

枚
方
市
議
会
報
は
、
議
会

報
編
集
委
員
会
で
協
議
、
決

定
し
た
編
集
基
準
に
基
づ
き

編
集
し
て
い
ま
す
。

議
会
報
編
集
委
員
会

委
員
長
…

木
村

亮
太

副
委
員
長
…

大
地

正
広

委

員
…

松
岡
ち
ひ
ろ
、

加
藤

治
、
奥
野

美
佳
、

小
池

晶
子
、
田
中

優
子

※
議
会
報
編
集
委
員
会
の
委

員
構
成
は
、
編
集
当
時
の
も

の
で
す
。

＊
１

低
入
札
価
格
調
査
制

度
…
調
査
基
準
価
格
を
設
定

し
て
同
価
格
を
下
回
る
入
札

が
あ
っ
た
場
合
に
は
落
札
を

保
留
し
、
そ
の
入
札
金
額
で

当
該
契
約
の
適
正
な
履
行
が

可
能
か
ど
う
か
を
調
査
及
び

審
査
し
、
落
札
者
を
決
定
す

る
制
度
の
こ
と
。

蹉
跎
神
社
の
社
殿
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